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○

御

案

内

四

月

十

七

日

（
火

）

十

一
時

半

よ

り

入

館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

参

議

院

議

員

会

館

地

下

一
〇

九

会

議

室

講

題

安

倍

内

閣

の

「
内

憂

外

患

」

の

ゆ

く

え

講

師

今

井

激

先

生

（
国

際

エ

コ
ノ

ミ

ス
ト

、

古

く

か

ら

日

本

は

じ

め

国

際

経

済

の

分

析

で
知

ら

れ

る

）

◎

い
ま

世

界

は

、

ア

メ

リ

カ

、

イ

ギ

リ

ス
、

E

U

に
よ

る

「
経

済

制

裁

」

の
動

き

に

お

の

の

い

て

い
る

。

ロ
シ

ア

プ

ー

チ

ン
政

権

も

、

数

年

前

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の
ク

リ

ミ

ア
半

島

に

攻

め

込

み

占

領

し

た

た

め

、

ア

メ

リ

カ

は

じ

め

E

U

諸

国

か

ら

経

済

制

裁

を

受

け

、

か

な

り

経

済

的

に

苦

労

し

て

い

る

。

北

朝

鮮

も

長

年

に

わ

た

り

核

開

発

し

、

長

距

離

ミ

サ

イ

ル
を

発

射

し

て
、

世

界

か

ら

経

済

制

裁

を

受

け

、

疲

弊

し

て

い

る

。

近

年

、

特

に
、

ア

メ

リ

カ

フ

ァ
ー

ス

ト

を

標

榜

す

る

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

が

こ

の
手

段

を

活

用

し

、

T

P

P

か

ら

の

撤

退

ば

か

り

で

は

な

く

、

前

述

の
北

朝

鮮

へ
は

、

こ

の
経

済

制

裁

を

最

大

限

活

用

し

て

い

る

。

そ

し

て
、

特

に

ア

メ

リ

カ

経

済

の

再

生

．
活

性

化

の

た

め

と

し

て
、

中

国

を

名

指

し

で
、

鉄

鋼

・
ア

ル

ミ

ニ
ウ

ム
を

は

じ

め

中

国

か

ら

の
輸

入

品

に

二

十

五

％

も

の
関

税

を

か

け

る

と

宣

言

。

日
本

を

も

例

外

と

し

な

い

と

い

う

。

こ
れ

に
対

し

て

報

復

と

し

て
中

国

も

ア

メ

リ

カ

か

ら

の
商

品

に
同

様

二

十

五

％

の
関

税

を

か

け

る

と

し

て

い

る

。

こ

う

し

て
、

世

界

は

「
貿

易

戦

争

」

に

突

入

す

る

勢

い
だ

。

貿

易

立

国

の

日

本

は

、

ど

う

す

れ

ば

良

い

か

？

そ

こ

で

、

今

回

は

、

今

井

激

先

生

に
御

講

話

い

た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

お

待

ち

い

た

し

ま

す

。

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

四

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。

（
清

原

記

）
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O
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O
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○
出
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O

高

津

（
メ

ー

ル

不

可

・
通

話

の

み

）

▽

四

月

十

三

日

（
金

）

ま

で

に
出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

へ

＠

御

報

告

昨

年

か
ら
、

北
朝

鮮

の
核
開

発

・
長
距

離

ミ
サ

イ

ル
発
射

、

そ
れ

に
対
す

る
韓
国

・
文

在

寅
政

権

の
融

和

政
策

、

さ
ら

に
中

国

の
影

響
力

と

独
裁
政

権

化
等

々
、

月

例
講

話
会

は
東

ア
ジ

ア
情

勢

の
分

析

が
続

い
た

の
で
、

何

か

別

の
課

題
を

、

と
考

え

て
お

り
ま

し

た
と

こ
ろ
、
監

査
役

の
佐

藤
俊

男
先

生

（
税

理
士

）

か
ら

、
東

大

医
学

部

教

授

や
都

立
駒

込
病

院

副
院

長

を

さ
れ

た
癌

治
療

の
権

威

・
帯
津

良

一
先
生

を
御

紹

介
し

た

い
と

い
う
御

斡
旋

が

あ

り

ま

し

た
。

帯
津

良

一
先

生

に
は
、

以
前

か
ら

お
話
を

い
た
だ

き

た

い
と
思

っ
て

い
ま

し

た
が

、

百
冊

も

の
著

書
を

書

か

れ

て
大

層
お

忙
し

い
と
灰

聞
し

て

い
て
、

御
遠

慮

し

て

い
た
だ

け

に
、
佐

藤
先

生

に
早

速

お
願

い
し

た
結

果
、

三
月

二
十

七

日

（
火

）
、

『
こ
れ
ぞ

、
究

極

の
長
寿

法

！

』
と
題

し

て
、
御

講

話

い
た
だ

き

ま
し

た
。

帯

津
良

一
先

生

の
お
話

の
要
旨

は
、
東

大
病

院
、

都

立
駒

込
病

院

で
、
長

い
年

月

、
癌

の
外
科

手

術
を

し

て
き

て
、

癌

の
患
者

に
対
し

て
は
、
単

に
手
術

だ

け

で
な
く

、
心

と
か

ら
だ

の
両

面

か
ら

の
治

療

が
大

切

だ

と
考

え
、

そ

の
後
、

埼

玉
県

川
越

市

で
、
帯

津

三
敬

病
院

を

開
設

し

て
か
ら

、
外

科
手

術
ば

か
り

で
は

な

く
、

患
者

の

「体

．
心

．
気

．
霊

性

．
自

然

治
癒
力

し
を
総

合
的

に
考
え

る

「
ホ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク
医
療

」
を

行

っ
て

い
る
。

さ
ら

に

は
、

西
洋

医
学

だ

け

で
は

な
く
、

中

国
医

学

や

イ

ン
ド

医
学

や
代

替
医

学
を

も

取
り

入

れ

て

い
る
。

ま

た
、

日
常

の
食
事

や

「
心

の
持
ち

方

」
も

大
切

だ

と

さ
れ
、

お
話

を
う

か

が

っ
て
、

「
名

医

の
あ

り
方

は

か
く

あ

る

べ
し

」
、

と
感
銘

し

、
大

層

勉
強

に
な
り

ま
し

た

。

（
清

原

記

）

▽

当

「
公
益

財

団
法
人

協

和
協
会

」

と

は

昭
和

四
十

九
年

、
岸

信

介

元
総

理

に
よ

っ
て
創

立

さ
れ

た
財
団

。

活
動

趣
旨

は

、

「
政
党

・
派

閥

・
利
害

・
打

算

の
次

元
を

超

え

て
、

真

に
国
家
的

課

題
を

調
査

研
究

し

、
特

に
重

要

課
題

は
、

政
府

宛
要

請

書
を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出
す

る
」

こ
と

に
あ

る
、

昭
和

五
十

四
年

か

ら
本

格
活

動

に
入
り

、

月
例

講

話
会

の
ほ
か

に
、

八

つ

の
部

会

と
、

五
～

六

の
委

員
会

が
あ

り

、

こ
れ
ま

で
に
百

三
十
七

本

の
要

請
書

を
時

の
政
府

へ
提
出

し

て

い
る
。

第

二
代

会

長
は

福

田
赴

夫

元
総

理
、
第

三
代
会

長

は
桜
内

義

雄
元

衆
議

院
議

長

、
第

四
代

会

長

は
塩

川

正
十

郎

元
財

務
大

臣
、

第

五
代

会

長
代

行

と
し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議
院

議

員
、

現
在

、
第

六

代

は
代

表

理
事

兼
会

長

代

行

と

し

て
、
岸

信

夫
衆

議

院
議

員

・
前

外
務

副
大

臣

・
現

議
院

運
営

委
員

会

理
事

が
就

任
し

て

い
る
。
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